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燃料輸送にかけた越冬成立

藤 井 恒 男

私の越冬記は数 えきれない想い出に飾 られてい る.

国立極地研究所次長のいかめ しい肩書 きを もつ村山 ピン

助 さんか ら,南 極事業 も早や20年,第1次 越冬隊の{'秘

話"を 書 いて くれ と頼 まれた.今 だか ら話そ う………を

書け とい う.長 さは1,500字,そ んな枚数で まとまるか

なあ,と 思いなが ら引 き受けて しまった.

あれ これ迷 ったす え,今 で も忘れ られない出来事 のひ

とつを選んだ.そ れは昭和32年2月12日 深 夜の出来事で

あ る.西 堀 さん以下全越冬候補が無線棟に集ま って,3

時間余 りにわた り,越 冬は'`可 能か""不 可能か"の 条

件を検討す る"大 評定"が 展開 され白熱化の討議が続い
コ コ ロ 　

た,そ の いきさつは こ うだ〃.

"宗谷"の 離岸予定 の2月15日 が近づ くにしたがい
,

輸送量の点か ら越冬の成否に微 妙な段階を迎 えた.越 冬

基地が東オ ングル島に決 まり,"昭 和基地"へ の資 材輸

送がは じまったのが2月1日 だから,2週 間の勝負だ.

輸送作戦は昼夜兼行,4台 の雪上 車は24時 間.海 氷上 の

悪路や難所を死に もの狂いで走 り続 けた.そ れで もまだ

燃料の必要数量が送 られていない.

ところが,2月11日 突如 として宗 谷を囲む 氷盤の一角

が漂流 しは じめ,船 側の氷原上に集積 した建 設物資や ド

ラムカンなどが流失の危険に さらされている との急報 が

基地 に届 いた.西 堀 さん と立見 さんが駆けつけた,諸 資

材は全 員必死の作業で一応安全地 帯 まで移動 させた との

こ と.

これを見届けた西堀 さんが.立 見 さん と12日 夜急 ぎ帰

って きて,全 員集合 させ"我 々は一体 どれだけの条件が

そろえば越冬で きるのか"の 検討をは じめた.ど れだけ

の物資が基地 に送 り込 まれ,基 地の整備が どこまで進め

ば隊 員は越冬を承諾す るか,と い うことだ.そ の意見を

一人ひ と りに聞 こ うとい うわけ.事 は重大であ る,

この模様,私 の越冬 メモか ら……"ド ラムカ ン100本

で越冬可能だ"と の意見が幹部の一人か ら飛び出し私を

ビック リさせた.討 論は2つ に割れた."山 岳家t`とt'非

山岳家"の 両 グル ープであ る.ま た,ガ ソリンや 軽油な

ど無 くて もケロシ ンさえあれば越冬で きる.と い う無茶

な意見 も出た."氷 山に穴を掘 って住めば よい"と の意

見は原始生活で越冬 しようとい う考えだ.い ずれ も何 が

なんで も越冬 しようとい う'情 緒組"だ.非 科学的 とい

え る発言が多い。

これに比べ,非 山岳家 グループはだいたい常識的 で,

慎重な発言であ った.私 もその一人.し か し`'探 検"と

い うものは冒険的で,常 識を越えて勇気 が必 要なのか も

知れない とも考えた."そ んな言い方を してはいけない"

と,た しなめたのは立見 さんであ る.`tも っと科学 的な

方法で説 明 しなければ納得 して もらえないだろ う"と の

発言だ.

残 るはあ と2日 間だ.輸 送に,建 設に……涙な くして

語れない最後 の努力が続け られ,私 には感 動あるのみ だ

った,13日 永田隊長 と松本船 長がヘ リで飛 んで きた.永

田隊長の求めに応 じて私が提 出した必要 量は150本 で,

残 余の燃 料は越冬隊の手で運 び うる地点 に集積 との条件

をっけた.し か し永田隊長は"必 ず226本(最 初 の要求

量)は 送る"と,中 野 さん と私に約束 してその公約 は果

た された.

南極観測 は国家の事 業で,私 事ではない.し か も,第

1次 隊の予備 観測は,第3回 国際地球観測 年に参加 した

日本隊の本観測に備 えたの も.た だ"南 極で1年 生 きて

いた よ"だ けでは許 されない.大 評定での意見を聞 きな

が ら私は越冬中徹底 した常識家になろ う.そ の立場 か ら

発言 しよ う,と 心 に決めた.

秘 話はやは り舌た らずの尻 きれ トンボに終 った.ま た

機会があれば …….

(筆 者:テ レ ビ朝 日映像株式会社社長)
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南極観測隊便リ

一算18次 越冬隊の近況一

極 地 研 ニ ュ ー ス

1月5日 に始 まった第18次 隊 の夏のオペ レー シ ョンは

越冬物資493tの 空 輸,新 電離層棟(IOO.8㎡)の 建設,

超高層観測用無人観測点 とみずほ観測点引 き継 ぎのため

の内陸旅行,日 射観測等を 目的 としたセ スナ185型 機の

運航,沿 岸露岩地域 の調査,ロ ケ ットS310-2号 機の打

ち上げ など当初計画 されていたすべてを,正 月明けか ら

つづいた晴天に も助け られて.2月 初め成功裡に完了 し

た,

また,試 験的に持ち込んだホーバー クラフ ト 「し ぐね

っと」のテス トも"ふ じ"周 辺の海氷上で行われ,ホ ー

バー クラフ ト運用のための種々のデー ターを取得 した,

第18次 越冬隊は2月1日,昭 和 基地 のす べ て の 業 務

を,1年 間頑張 って きた第17次 隊 より引 き継 ぎ,2月12

日ふ じへの最終便 を送って30名 だけの越冬生 活 に 入っ

た.

夏の内陸旅 行で設置した 「無人観測 点Al」 　は昭和基

地 より地磁気 子午線にそって約120㎞ の内陸(69°47'S,

41°34'E,高 度1,470m)に 観測 器類 を収容 する広 さ約

4.8㎡ の小屋 を建て,そ の電源 として3kWの 風力発電

機 を設置 し,地 磁気,気 象,電 離層 な どの観測 を磁気記

録 している もので,第17次 よ り始 まったIMS観 測の一

環 として計画 され た も

のである.

ま た,同 じ く"み ず

ほ 観 測 拠 点"に お い て

も第17次 隊 に 引 き続 き

超 高 層 観 測 と気 象,雪

氷 の 観 測 が1月27日 よ

り藤 島,藤 井.F可 部,

石 田 隊 員 に よ って 行 わ

れ て い る,こ この気 象

観 測 は,モ ー ビル コー

ドと して昭 和 基地 を経

由 し て マザ ー ス テ ー シ1

ヨン で あ る モ ー ソ ン基

地 に送 られ,南 極 の 天

,凄

`

無 人観測点Al,

〆
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気作 りに一役か ってい る.

昭和基地は3月 中旬に入 って,数 日間吹 きつづ いたA

級の ブ リザー トのために,西 オ ングル島か ら西側は真青

な海 になって しま うとい う近年珍 らしいハ プニングがお

こった.こ のため大陸への登 り口,と っつ き岬 までの海

氷ルー トもところ どころ クラックが発生 し秋旅行の出発

に支 障を きた したが,幸 い ようや く4月11日 には結 氷を

見た,海 の氷上のルー ト工作が終 り,近 く出発の予定 と

電 信は報 じて来た,こ の旅行は無人観測 点A、 の点検,

み ずほ観測 拠点への物 資補給 と人員交代,無 人観測点As

(みずほ観測拠 点 より約150㎞ 奥,71.SeS,47.5°E)

の設置を 目的 として5名 の隊員(寺 井,森 脇,佐 々木,

外 谷,長 谷川)と 大 型雪上 車(KD60)2台,小 型雪上

車(KC20,KC40)2台 で全行 程約40日 の予定で実 施

され・.●
ロケ ッ ト観測では,第18次 隊2発 目のS210-JA28号

を3月27日 に打 ち上 げ,高 緯度地 方におけ る電離層の構

成物 質,イ オン化学反応 な どの貴 重なデーターを得 るこ

とがで きた.こ の ように旅行準備や観 測に と隊員は忙 し

くして いるが全員元気にかっな ごやかに越冬生活を送 っ

て いる,ま た,「 オー ロラエ コーズ」 とい う日刊紙 も発

刊 され た,

一方,2月12日 第17次 越冬隊を収容 し昭和基地に別れ

をつげたふ じは13日 ソ連のマ ラジ ョージナや 基 地 を 訪

問,た がいの親交を深めた後,大 型 プランク トンネ ッ ト

を使 ってオキア ミの調

∵'査 などの海 洋観測 をし

なが ら北上 し,3月2

日に南緯55度 を通過.

3月13日 モー リシ ャス

左:気 象観測塔,中:観 測小屋,右:風 力発電塔

(電送写 真)

の ポ ー トル イス に 入 港

した.第 ・7次越冬隙 ●

こ こ よ り空 路,3月22

日に帰 国 した,ふ じは

この あ とシ ンガ ポ ー ル

に寄 り,4月20日 東京

港 晴海 車頭 に帰 港 す る

予 定 で あ る.

一 南 極 に ポ ー ラ ン ドの新 基 地 一

ポ ー ラ ン ドは,南 極 半 島 の 先端 に位 置 す る キ ン グ ・ジ

ョー ジ島(62°00'S,58°15'W)に 基地 を 新 設,南 極 研 究 家

で 有 名 な ヘ リ ン ク・ア ル ッ トフ ス キ ー の 名が 付 け られ た.

向島には,1968年 ソ連がベ リングハ ウゼ ン基地,1969

年 アルゼ ンチ ンが フレイ基地を設けてい る.ま た,1976

年 にはイ タ リアが始めて南極へ送 った個人的な遠征隊が

コシカイ タ リや基地を設け るな ど,話 題に富 んだ南極 の

島であ る,

2



極 地 研 ニ ュ ー ス

一策17次 越冬隊帰国一

昭和50年11月25日 晴海車頭を 出発 し.昭 和基地で越冬

観測 に活躍 した第17次 越冬隊の芳野越夫隊長 ら29名 は,

1年4か 月ぶ りに3月22日 午前4時40分,東 京 国際空港

に帰着 した.家 族や関係者 の多数 の出迎えを うけ.全 員

元気 いっぱ い雪や けの顔 をほころばせ,い つ もなが らの

歓迎風 景が くりひろげられた.

第17次 隊は,国 際磁気 圏観測計画(IMS)}こ 基づ く

ロケッ トに よるオー ロラ中の電場磁場 等の諸物理量 の測

定,テ レメ トリーに よる人工衛星観測 等を柱 とす る超高

層観測をは じめ,定 常観測 のほか,気 象,雪 氷.地 球

化学,医 学 等の研究観測,ま た,み ず ほ観測拠点での越

冬観測を も実 施 した.特 にナ一 口ラ現 象につ いては,地

上観測,ロ ケッ ト,人 工衛 星による立体観測 を2回 実施

し,多 大な成果を収 めた.こ れ らの貴 重な資料は4月20

日,観 測船"ふ じ"で 持 ち帰 られ る.

一算19次 観測隊隊員補者の冬期訓練一

策19次 南極地域観測 隊隊 員候補者の冬期訓練が3月9

日(水)か ら3月12日(土)ま で.長 野県乗鞍岳中復の

位 ケ原 山荘 周辺 で.平 沢隊長 以下ふ じ乗組予定者2名 を

含む38名 の候補者が参加 して行われ た.

南極地域観測 隊員 としての心構えを体得 し,観 測隊の

生活及び行動に適応で きるよう雪中訓練を 目的 とし.雪

中歩行,雪 洞,幕 営等基礎的な技術の修得に熱心な研 さ

ん を積んだ.日 頃は雪 にした しみのない隊 員候補者に と

ってはきびしい訓練であ った にもかかわ らず全 員無事 に

訓練 を終 えるこ とが できた.

今年は天候 と雪 にめ ぐまれ.厳 しいなか に もなごやか

な連体感 も生れ,雪 を知 りチーム ワークを作 る とい う所

期の 目的を十分に果す ことがで きた.

南極13か 所に新地 名

去 る2月21日,南 極地 名委 員会が研究所会議室で開催

され,新 たに提案のあ った地名や,従 来提案 された地名

で懸案 となっていたものの命 名案 につ いて審 議された.

新たに提案 のあ った もののほ とん どは,3月 下旬完成

した2万5千 分の1地 形図 「新南岩 」図幅 に表記 され る

もので,い ずれ も3級 の地形に属す る.岬 として「丸 亀」
ムながたいわ なみがただへ

「切 出 し岬」,丘 として 「舟形岩」「波形台」「高見が丘」

があ り,ま た,「 新南池」 「かがみ浦」が採択 された.
よ も

もう一地点 「四方 ぎ り島」は,第10次 隊以降識別 され

て きたが,と くに第15次 隊では新 しい島 として話題にな

った もので,ベ ルオ ッデ ソの北西方にあ る小島で,周 囲

の プレ ッシャー リッジが顕著であ る.こ のほか西オ ング

ル島がすでに公式 の地形図中に印刷 されてい るが.正 式

に採択 され ていなかったので追認 され,東 ・西 面オ ング

ル島を中心 に 「オングル諸 島」 が.ま た.三 つ に分れ る

ことが明 らかに されているテオイヤに 「北 テ オ イ ヤ」

「東テオイヤ」 「西テオイヤ」 の地 名が付与 された.

以上のほかの懸案地名について.名 称の適当でない も

のは原提案者に戻 して再考を依頼 し,必 要度が大 き くな

い ものは必要 になった場合 に改めて考慮す ることにな っ

た.そ してやま と山脈 と西オングル島につ いては,改 め

てそれぞれ地 名委員会 とは別に,地 名委 員会 の委 員を も

含めて原案提 案のため,ワ ーキ ンググループをつ くるこ

とにな った.ま た,現 行の地名命名規程には.我 が国の

実情か らみ て,改 訂す る必要があ ると思われ る 点 が あ

り,こ れ については,地 名委 員会内に分科会を設け て問

題点を整理 することになった.

地 名委 員会で採択 された13の 地名原案 は,3月23日 の

本部総会 で審議 され,原 案 どお り命名 された.
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極 地 研

国際会議報告

一癖9回 南極条約協議会議準備会議一

本年9月 下句か らロン ドンで開催を予定 されてい る第

9回 南極条約協議会議 の第1回 準備会議が,3月14日 か

ら18日 までの間,ロ ン ドンの ロイヤル ・エア ロ ・クラブ

で開催 された.12か 国か ら58名 の参加 者があ り,我 が国

か らは,駐 英大使 館の恩田参事官を代 表に,若 狭,伊 藤

両大使 館員,大 山遠洋水産 研究所総 務部長,芳 賀国際学

術課監理官,山 本東北大学 教授 及び筆者が参加 した.

以下 に述べる第9回 協議会 議の仮議題 につ いての意見

交換 と問題点の整理 とが なされ,い ずれ も,第9回 協議

会 議の議題 とす ることが決定 された.

仮議題1.南 極地域 におけ る観光客及 び民間探検隊に

よる影響勧告(W-9の 付属書A及 びBの

完成)

ワ
θ

3

4.

5

なかで も仮議題2,

一プを作 ってな され
,多 くの時間が費 され た.

資源については,

が討議 され たが,南 極条約協議会 がイニシアテ ィブをと

る体制 を指 向していると思 われ る発言が多 くな され た.

また,FAO(国 連食糧農業機関)の ポパ ー氏がオ ブザ

ー・バ ー として 出席 し.FAOの 南大洋 におけ る資源調査

計画を説明 し協力 を求めた.鉱 物資源 にっいては,環 境

保全のための技術的問題の検討を 目的 とす る専門家会議

を,9月 の協議会議に併せて開催す ることにな ったが,

一部を除いて,鉱 物 資源の利用 については積極的 な雰 囲

気 が感 じられ た.

さらに,仮 議題7は,条 約加 盟国であ り協 議国では な

いポーラン ドの協議会議 出席問題、とか らんで大 きな問題

とな った.各 国 とも,南 極条約体制は排他的 なものであ

ってはな らない としなが らも,協 議会 議の メンバー国 と

しての資格の認定 には極めて慎 重であった,

(筆者:国 立極地 研究所 教授 星合孝 男)

南極海洋生物資源(勧 告晒一10,5項)

南極資源一 鉱物探査の影響

運 輸協力

人 の南極環境 へ及ぼす影響(勧 告W-14,

4項)

水文気 象情報 の収集配布手続の改善

南極条約加 盟国ではあ るが,協 議国ではな

い国 の南極活動

3の 検討は,特 に ワーキ ンググル

海洋生物

いか なる体制 の下で資源管理 をす るか

4

ユ ー ス

シンポジウム報告

一 路2回 南 極 ロケ ッ トシ ンポ ジ ウ ム 一

口ケットによる超 高層観測は1970年2月 ,第U次 隊に

よ り,S-160JA型 が打ち上げ られてか ら,第12,13,

14次 隊の3年 間続け られ,合 計22機 の ロケ ットが打ち上

げ られた.ま た.現 在実 施中のIMS　 (国際磁気圏観 測

計画)の 初年度にあた る第17次 隊において も,7機 の ロ

ケ ットを用い,オ ー ロラ現 象の立体観 測が試み られてい

る.こ れ らの観測 を通 じて得 られ た成 果の発表 と,今 後

の ロケ ッ ト観測 の問題点 の検 討などを含めてのシンポジ

ウムが去る1月27日.国 立 教育会館 において当研究所主

催 のも とに開催 され た.

骸 されt:rk文 数 は23編,参 加者約,。名であ 。た,発 ●

表論 文の中心は,極 域電離圏及び中間圏 の大気物 性,オ

ー ロラ粒 子のスペ ク トル
,自 然電磁波動,オ ーロラ中の

電磁場 などの観測結果の報告であ ったが,特 に,粒 子 と

電磁波動 との相互作用に関 してのい くつかの興味ある事

実が報告 された.な お,今 後の ロケッ ト観 測において実

施 され るべ き観 測項 目と,そ の測 定方法に関 しての討議

が行われ,盛 会裏に終了 した.

プ ロ グ ラ ム

1

6

7

2

3

4.

5

6

7

8

9

極 光帯 にお けるNOの ロケ ット観測

笠松隆夫(東 大 ・理)岩 山直幹,平 況 威 男(極 地

研)

極域超高層大気の変成 とその大気効果

近藤 豊(空 電 研)小 川利紘(東 大 ・理)

南極 ロケッ ト用オ ゾンラジオ メーターの開発

渡辺 隆 中村 正年(東 教大 ・理)笠 松隆夫(東 大

・理)

インピーダンス ・プローブによる極域電離層電 子密

度 の計測 高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)

S-310JA1とS-210JA22に よる電 子密度温度観

測 小川忠彦,森 弘隆,宮 崎 茂(電 波研)

電.}密 度irregularitiesの 観 測結果 と将来計画

森 弘隆,小 川 忠彦,宮 崎 茂(電 波研)

S-310JA1号 機に よる降下電 子の観測結 果及 び

S-310JA2号 機 に よる観測 計画

久保治 也,村 田節夫,伊 藤富造(宇 宙研)

平沢威男(極 地研)国 分 征(東 大 ・理)

S-210JA22号 機に よるオ ーロラ電子の観測結果

今井 喬,竹 内 一,和 田雅美,小 玉正弘(理 研)

S-310JA1に よる降下電 子の観 測

松本治弥,賀 谷信幸(神 戸大 ・工)

10.改 良 型粒 子 ス ベ ク トロ メ 一 夕 ー

松 本 治 弥,賀 谷 信 幸(神 戸 大 ・工)



極 地 研

11.S-310JA1に よる観測 されたVLF放 射スペ ク ト

ルの高 さ変化 の解 析

木村盤根,山 岸久雄,松 尾敏 郎(京 大 ・理)

鎌 田哲 夫(空 電研)

12.S-210JA19に よる波動観測結果

鎌 田哲夫(空 電研)平 沢威男(極 地研)

13.VLFヒ スの偏波及 びPointing　 Fluxの 方 向の測定

田中義人,西 野正徳,大 津仁助(空 電研)

14,オ ー ロラ中でのプラズマ静電波 の観測

中村良治,伊 藤富造(宇 宙 研)柴 田 喬(電 通大)

15.高 周波領 域の波動粒 子相互作用

大家覚,高 橋忠利(東 北大 ・理)宮 武 貞夫(電 通大)

16.GASに よるロケ ットとの姿勢

遠山文雄,青 山 厳(東 海大 ・工)

17.昭 和基地におけ る磁場測定

青山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)

18.ス ペース ・チ ェンバー内での電場測定実験

森 田 護,小 川 俊雄(京 大 ・理)

鶴 田浩 一郎,大 林辰蔵(宇 宙研)

19.電 離層下部におけ る電場測定 法の解析

小寺邦彦,小 川俊雄,森 田 護(京 大 ・理)

一 第2回 や ま と陽 石 シ ンポ ジ ウム ー

去 る2月23・24日 の両 日,や ま と隅 石シンポジウムが

当研究所 主催 のも とに,研 究所講義室で 開催 され た.こ

れは,1975年10月25日 の第1回 につ ぐもので,そ の後 の

研究 の発展を示す ように19編 の研究 発表があ り,討 論参

加者は約50名.新 装な った研究所 の講 義室 が初めてシ ン

ポジウムに使用 されたが,予 備の椅 子を含めて満席 とな

り,世 話係を ハラハラさせ る一幕 もあ った.

討論の合間 には,現 在地学 研究室内に保管 されてい る

限 石の 見学が行われ,こ とに航空貨物 として到着 したば

か りの,南 極 ビク トリアラン ドで矢内助手 らに よって採

集 され た明 石が,ア メ リカチーム との協定 によって折 半

された際の切断面をみせていて,大 きな興味を呼んだ.

研究発表は,1974年,1975年 のや まと阻石並 びに1976

-77年 の ビク トリア ラン ドの隅石の採集経過の報告に始

ま り,陽 石の 集積を もた らした氷の流れ,明 石の岩石学

・鉱物学 ・同位体化学 ・磁気的 な性質な ど,多 方面にわ

た り,討 論は宇宙変遷 史の一端 にまで及 んだ。

総 合討論では,今 後 の探査計画 につ いてまず議 され,

っいで これまでの分類 に関す る作業 と研究 をふ まえて、

多量なや まと明石の基本.的性 質の記載を どの ように効率

的に進め るか,個 々の興味ある鉱 物や元素の追求に よる

や まと隅石の諸 性質の解 明を,ど う組織 的に行 うか試料

の配分の方法 をど うす るか などが,熱 心に議論 された.

会場 の参加 者に若い人が多 いのが 目立 ち,や まと明石の
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み でな く,マ クマー ド地 域 の ものを加 えて,「 南極隅

石」 となった この コレクシ ョンが,有 効適切 に 利 用 さ

れ,研 究 が大いに進 展す るこ とが期待 される.な お,こ

のシ ンポジ ウムの報告 は,当 研究所 のメモ ワーの一冊 と

して刊行 され る予定 であ る.

プ ロ グ ラ ム

1.　 Yamato-74隅 石 の採 集 に つ い て

矢 内 桂 三(極 地 研)

2.　 Yamato-75除 石 の 採 集 に つ い て

松 本役 夫(長 崎 大 ・教 養)

3.南 ビ ク ト リア ラ ン ドの 裸 水 域 に お け る限 石 の 採 集

矢 内桂 三(極 地 研)

4.や ま と山 脈 付 近 の 地 形 的 特 徴 と氷 床 の 性 質

吉 田栄 夫,前 晋 爾(極 地 研)

5,や ま と陽 石 の 集 積 機 構 に つ い て

永田 武(極 地 研)

6.　 Yamat(ト74阻 石 に 関 す る 岩 石学 的 研 究一{1)

矢 吹 英 雄(理 研)

八 木 健 三,大 沼晃 助(北 大 ・理)

7.　 Yamato-74陽 石 に 関 す る岩 石学 的 研 究一 ②

八 木 健 三,木 村 真,大 場 与志 男(北 大 ・理)

8.や ま とJ,　 K.　 L,　 Mに つ い て の岩 石学 的 研究

八木 健 三(北 大 ・理),　 J.　F.　Lovering　 (オ_ス ト

ラ リァ 大)島 誠,岡 田 昭 彦(理 研)

9.や ま と陽 石 の2.3の 記 載 島 誠(理 研)

10.Yamat。-74コ ン ドラ イ ト陽 石 の化 学 的 岩 石学 的 分

類 に っ い て 矢 内 桂 三(極 地 研)

武 田 弘(東 大 ・理),宮 本 正 道(神 戸 大 ・理)

1Lや ま と限 石中 の エ イ コン ド ライ トにつ い て

武 田 弘(東 大 ・理),宮 本 正道(神 戸 大 ・理)

矢 内桂 三(極 地 研)

12.や ま とポ リミ ク ト角 レキ 岩 阻 石 に つ い て

宮 本 正 道(神 戸 大 ・理),武 田 弘(東 大 ・理)

矢 内 桂 三(極 地 研)

13,　Yarnato-75隅 石 のK-Ar年 代

岡野 純(阪 大 ・教 養)

14.鉄 損 石Yamato-75-105及 びYamato-75031の 金

属 的 並 び に磁 気 的性 質

永 田 武(極 地 研),　 R・M・　Fisher　 (USス チ ー

ル 研),杉 浦 直 治(東 大 ・理)

15.や ま と限 石 の磁 気的 性質 一 石質 隅 石 の磁 気 的 分 類 一

永 田 武(極 地 研),杉 浦 直 冶(東 大 ・理)

16.Yamato-73阻 石 の宇 宙 線生 成核 種

本 田雄 健(東 大 ・物 性研)

17.Yamato-73隅 石 の 宇 宙 線 照 射 年 代 と希 ガ ス 同位 体

組 成 長 尾 敬 介,高 岡 宣 雄(阪 大 ・理)

18や ま と阻 石 の 酸 素 同 位 体 組 成

5一



極 地 研

小 沼直 樹(筑 波大 ・化),　 R.　N.　Clayton,

T.　K.　Mayeda(シ カ ゴ 大),矢 内桂 三(極 地 研)

19.や ま と阻 石 中 の希 土 類 元 素

増 田彰 正,清 水 洋,朝 倉 純 子(神 戸大 ・理)

田 中 剛(地 質 調 査所)

D31AR－ ラ ジ コンプ ルの紹 介

D31AR-15ラ ジオ コ トン ロールブル トーザ ーは南極地

域 の大陸 氷上 に観測基地 を設け るために建設 に必要な ト

レンチの掘 削及 び資材 の運搬を 目的 として昭和46年 度か

ら47年 度 にわ た り開発 された,製 作には,小 松製作所 が

当 り.同 社のD31Pを 母体 として改造を加 え完成 した.

耐寒性能,ク レバスがあ る大陸氷上における長期間 の作

業性能 及び走行性 能を もっ,無 線操縦が 可能 な 本 機 に

は,特 に接地圧の低 減,氷 上 での防滑 等を必要 とした.

このブル ドーザ ーは,ト レンチ掘削のため前方にUド

ーザーを装備 し,軟 雪上走行 をも可能にす るため低接地

圧 とした無限軌道式で,前 部機関の動力は ダンパ,遊 星

歯 車式油圧 ミッシ ョン,終 減速機を経て後 方の起 動輪で

カタ ピラを駆動す る機構であ る.走 行操 作は約100mの

範囲内で無線に よる操作 内容は非常停止,ス ロ ットル調

整,変 速機操作,操 向 クラ ッチ操作,操 向ブレーキ操

作,駐 車ブ レーキ操作 であ り,こ のほか 車体監視 として

油圧低 下,エ ンジンオーバ ーヒー ト,受 信器オーバー ヒ

ー トの3項 目につ いて警告装 置が設け られてい る
,また,

誤動作防止機構は混信を受けた場 合,電 波到達範 囲外 の

場合.電 気 ・エ アー回路故障の場 合において直ちに車輌

は停 止す る.な お,操 作盤 一つで 同時 に2台 の同型 ラジ

コンブルを運 転する ことが出来る.無 線操作 による操縦

制御機 構は,す ぺて電磁 弁を介して空圧に よ り行 う方式

であるため空気中 の水分凍結 を防 ぐため少量の アル コー

ルを混 入 させ ている,

無線 による走行操作の他,手 動に よる搭 乗操作 によ り

走行操作,作 業機操作が出来 る.次 に主要 諸元 を示す.

全長4,325mm,全 幅3,020mm,全 高3,115mm(ア ン

テナ先端 まで),接 地 長L950mm,腹 板幅850mm ,接

地圧0.23㎏/㎝2,最 低地上高375mm,機 関,小 松4D

lO5デ ーゼ ル機関62Ps/2350rpm(タ ーボチャー ジャー

付).車 輌総重量7,740㎏,最 高速度7,2㎞/h.登 板能力

30°,け ん引力5.830㎏,

この ラジ コンブルは第17次 隊に より1976年8月30日 大

陸に輸送 され11月9日 に見返 り台 を出発7.5日 を要 して

みずほ観測 拠点に到着,帰 路は4.5日 で 見返 り台 に帰投

した.旅 行 中,輸 送及 び トレンチ掘削 のテス トを行 い良

好 な結 果を得 た.見返 り台 よ りみずほ観測拠点の約300㎞

をほ とん ど後続の雪上 車か らの無線操 縦に よ り走行 し2

6
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t積 み木製雪 橋6台 をけん引 し.ま た,条 件 の良い所 で

は更に居住 カブース1台 を増結,総 重量19,900㎏ をけん

引し,72本 の軽油 ドラム缶 を輸送 した.こ れ に要 した燃

費は極6台 けん引時S.261/km.,帰 路空観7台 けん引時

2.90t/㎞ であ った.

ラジコンブルの出現に よ り内陸基地への多量 の物資補

給が可能 とな り,ま た.危 険な クレバス地 帯を走行す る

時,人 命 の危機は避 けられる.大 型機 を利用す ることに

より,こ れ まで出来得 なか った大型物品 も昭 和基地 で組

立を行 って内陸 に輸送 する こと も可能であ り将来大 きな

希 望が持 てる.ラ ジコンブル2台 による輸送旅行 を1回

行 うこ とによ り現在のみずほ観測拠点で1年 間に必要 と

す る資材はすべて補給す ることが 出来 るであ ろ う,

ぐ 、.㌘ 内㍑

三編 ㌫鷲 邉㌻
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南極観測 「今昔物語」

シ リー ズ そ の2　 tt超高 層"

極 地 研

平 沢 威 男

!.オ ー ロラ現 象

極地の超高層現 象のなかで,人 び との興 味をひ くのは

なん といって も,空 をいう どるオー ロラ現 象であろ う.

オ ーロラが輝 いてい る高 さは,地 上100～120㎞ で,電 離

層領域 内であ る.こ の電離層に,太 陽か ら飛来 した高速

度 の電 子や陽 子などの荷電粒 子が地球の磁力線に沿 って

侵 入し,電 離層 中の気体 にはげ し く衝突 し,発 光 させ る

のがオー ロラである.ナ 一 口ラは さまざまな色 と形を有

し,ま た,時 間 とともにはげ しく変化す る.色 と し て

● は演 白赤 色潔 絶 な・,形 として・・弧 状哺

状,カ ーテ ン状,コ ロナ状な どさまざ ま で あ る.そ し

て.そ れが時に早 く,時 にゆっ くりと,ま るで天空をか

けめ ぐるよ うにはげ しくゆれ動 く.あ ちらで光 っている

か と思 うと,い つ のまにか こちらに現われ,リ ズ ミカル

に出現,消 滅 を くりか えす.オ ーロラは,光 と動 きがか

なで る空 の交響 曲 ともいえる現象であ る.ま た,オ ー ロ

ラは,地 磁気 や電 離層 の擾 乱,あ るいは,自 然電波の発

生 を ともな う,極 地 の上 層大気中で の異常現 象 で も あ

り,自 然現象のなかで も,こ れほど雄 大なものはない.

「オー ロラ現象の大スペ クタクル」,自 然 が どの よう

に して この よ うな現象を演出す るのかの解 明が,極 地 の

超高閲物理学 の中心課題であ り,昭 和基地 を中心 とした

「超高層観測」 も,一 言でいえば,「 オー ロラのなぞに

挑んで の20年 」 といえるのであ ろ う.

2.昭 和基地,超 高層観測の歩み と成果

昭 和32年 の夏,東 オングル島に昭和基地が建設 され.

!1名 の隊員が約200㎡ の建物 で生活 と研究 をは じめてか

ら20年 がた った.い までは.3,000㎡ を越す広 さに約30

名が越冬 して観測や研究に従事 している.こ の間,超 高

層観測基地 としての施設の拡充 も進み,輸 こ,昭 和基地

再 開以降 の充実ぶ りはめ ざましい ものがあ る.超 高層関

係 の全分 野はあま りに も広 く,そ れ らの発展のすべて を

紹 介す る ことはできかねるが,こ こでは.各 分野の興味

あ るい くつかの事項 について述べる ことに しよう.

第1次 越冬隊はなに よ りも昭和基地 で一年間生 活 して

み るこ とが 目的であ り,ま た,IGYの 予備観測 とい う

こ ともあ って,め ぼ しい観測機器 を持ち込めず,た だひ

たすら厳寒 の野外に立ち,目 視で オー ロラを観測せ ざる

を得なか った.当 時 の北村隊 員が厳 しい環境 下であげ た

観 測成果の第一は 「昭 和基地 がほぼオー ロラ帯直 下に位

置す る」 ことを多 くの観測データを統計処理 して確 かめ

ユ ー ス

たこ とであ ろ う,オ ーロラは地球上 どこで もみ られ るも

のでは な く,極 地方,特 に,磁 軸極を中心 として,そ こ

か ら約2,000㎞ は なれ た幅 約500㎞ の ドーナツ状 の地域で

よくみ られる もので ある.こ れ を 「オ ーロラ帯」 とよん

でい る.昭 和基地 が この地域 に位置す るこ とは,或 る程

度予測 は されていたが,現 象論的に確 かめられ た ことの

意義は きわめて大 きく,そ の後,オ ー ロラ観測 が 日本の

南極観測の最重点項 目の一つ とな った契機を作 った とい

える.

第2次 隊は残念なが ら越冬で きず,IGY期 間の本格

観測 は第3次 隊に よ り行われた.こ の時.昭 和基地に持

ち込まれ た観測機器は,オ ール ・ス カイ カメラ,分 光光

電測 光観測 器,地 磁気 変化計,地 磁気脈動観測器及 び垂

直投 射電離層観測 器などで,ほ ぼ,超 高層観測に必要 な

基本的な機 器は設 置 された ことになる.IGYは オ ーロ

ラの活動 の最 もは げしい時期 にあた り,観 測 は精 力的 に

行われた.そ の結 果,オ ー ロラ光の強 さの変化 と地磁気

の変動 との間に美事な相関がある こと,ま た,同 じ時 に

高 さ100㎞ あた りの電離層電 子密 度が急 激に増加してい

ることなどを多 くの観測例に よ り実証 し て い る.さ ら

に,こ の事実を もとに して,オ ー ロラの明 るさ,オ ー ロ

ラに ともな う電離層電気伝導度の増大,オ ー ロラ中に流

れ る電 流の大 きさ,ま た,こ の電流 によってお こされ る

地磁気 の変動量 などの 各量間を定量的に結 びつけ る関係

式 を確立 している.こ れ は,そ れ まで,ほ ぼ独 立した現

象 としてあつかわれ て きた個々の ものが,互 に関連 し合

いなが ら'C)b－ 口ラ現 象"と い う一つの物 理現象を作 り

だ してい ることをは っき りと示 した ものである.

第4次,第5次 隊の観測は第3次 隊の成果をふ まえて

の継続観測であ ったが,そ の間に得 られた磁 気観測 資料

を使用 して,一 つの優れた研究が行われた.そ れは,地

磁気 共役点(地 球 の磁力線 によって結ばれて いる南北西

半球 の2地 点,昭 和基地 の共役点は アイス ラン ドのレイ

キ ャビックにあたる)に お ける地球磁場変動 の同時性 と

相似性の研究 で 日本が世 界に さきがけて手が けた課題で

あ る.

超高層の観測が飛躍 的に充実 されたのは,昭 和基地 が

再開 され た第7次 隊以後の ことであ る.ま ず,第7次 隊

では各種 自然電波観測装置,第8次 隊では地磁気 子午線

掃天 光電測 光器が設 置され,空 間的 なオ ーロラの運動の

精密測定 が行われ た.こ れ らの観測 の積みあげ の上に行

われ,顕 著な研究成果をあげたのが第11次 隊 による陽子

及 び電子に よってお こされ るオー ロラの観測 であ った.

オ ー ロラは先 に述べた よ うに,太 陽か ら飛来 した陽子 と

電 子 よりなる荷電粒 子が地球の上層大気 を刺激 し.発 光

させ る現 象であ る.従 って,オ ー ロラには陽 子によって

発光す るオー ロラ(プ ロ トン ・オー ロラ)と 電 子に よる
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オ ー ロ ラ(エ レ ク トロ ン ・オ ー ロラ)の2種 類 が あ る.

agll次 隊 で は あ らた に,プ ロ トン ・オ ー ロラ光 を測 定 す

る新 方 式 の装 置 を 開 発 ・製 作 し,両 者 の 同時 観 測 を可 能

に し,多 大 な観 測 デ ー タを取 得 した.そ し て,こ れ まで

詳 し く知 られ て い な か った プ ロ トン ・オ ー ロラ の振 舞 い

を,エ レ ク トロ ン ・オ ー ロラ との関 連 に お い て と らえ,

両 者 の 相 関関 係 を 確 かめ て い る.こ れ ら の結 果 は 従 来 の

議 論 に プ ロ トン ・オ ー ロラ と い う新 し い情 報 を 加 え,オ

ー ロラ の生 起 機 構 の理 論 的 な解 釈 に 大 き な進 歩 を もた ら

し て い る,

3.オ ー ロラ現象の立 体観測

オ ーロラ現象を演 出す る源は地 球を と り ま く空間,

"磁気圏"の 奥深い ところにあ り
,そ の発光層 は地上 ほ

ぼ100㎞ の電離層領域 であ り,ま た,1つ の観測点か ら

ではすべてをみ とおすこ とが不可能 なほどの広範囲にお

よぶ.3次 元的 な現 象である.従 って,オ ーロラ現象を

よりはっき りとした形で観測す るためには,地 上からの

観測ばか りでは な く,ど うして も,飛 翔体 を利用 して立

体的 な観測を実 施す る必要がある.こ の観点 か ら.国 際

磁気圏観 測計画([MS,1976-1978)に 応 じて計画 さ

れた ものが,現 在,南 極で実 施 されつっ ある超高層総合

観 測(第17次 一19次 隊)で あ る.こ の観 測 計 画 は,従

来,育 てあげられてきた昭和基地 の観測 施設 ・ロケッ ト

観測(第11次 隊 よ り),大 気球観測(第10次 隊 よ り),及

び.み ず ほ観測拠点 にお ける超高層地 上観測(第14次 隊

よ り)に 加 えて,あ らたに人工衛星電 波受信装 置の設置

とみずほ観測拠点を中心 として観 測点網 をは りめ ぐらす

ことに より,オ ー ロラ現象を中心 とした超 高層物理諸現

象の立体 的観 測をめざす ものであ る.

第17次 隊 では,す でに前後4回 にわた って,こ の立体

同時観測 に成功 してお り,第18.19次 隊で も,12機 の ロ

ケ ッ トを使用 しての観測が計画 されてい る.こ の観 測を

通 じて得 られ る観測資料は,オ ー ロラ現 象解 明 に 役 立

っ,は か り知れない新 しい情 報を提供 して くれ る もの と

期待 される.

IMS計 画は 第19次 隊 をもって終了 し.南 極観測の重

点は地学総合調査 に移行す る.こ の間,超 高層観測は縮

少 され るが,昭 和基地がオ ーロラ帯に位置する とい う有

利な条件を いかすぺ く,今 後 も,日 本の南極観測 の1つ

の大 きな柱 として,ま た.1つ の大 きな特色 として発展

してい くことで あろ う.

(筆者:国 立極地研究所 助教授)
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第17次 ・第18次 月例 報告

〈52年1月 ・2月 〉

昭和基地及 びみずほ観測拠点の第17次 隊か ら第18次 隊

への観測引 き継 ぎも無事行われ順調 に経過 して いる.

観測報告

極光 ・夜光:2月22日5.2c)0オ ングス トロームホ トメ

ー ターの設置が完了,23日 は全 天 カメラを点検 しテス ト

撮 影行い24日 より引 き続 き予備観 測,3月1日 より本観

測 に入 る予定,

地磁気:プ ロ トン磁 力計による全磁力測定 は,1月5

日及 び10日 か ら19日 にか けて東オ ングル にて163点 の測

定 を行い17次 予定 計画 を終了 した.

人工衛星 テレメ トリー:2月5日 スペ ク トラムアナ ラ

イザ設置,運 用 を開始 した.

ロケ ット:2月1O日,03時22分50秒(現 地時間) ,ロ

ケッ トS-310JA2号 機を打 ち上げた(発射 方位角315°,

発射高度角80°),ヨ ー ヨーデス ピナー開頭 ともに動作 良

好で227秒 に最高到達 高度212㎞ に達 し,440秒 後 に水 平

到達距離245.7㎞ に落下 した.飛 翔中 のロケ ッ ト搭載機

器 はすべ て良 好に作動 した.

みずほ観測拠点:(超 高層)VLF観 測の静電 ノイズ

対策のため2月22日 にVLFア ンテナを雪のブ ロックで

包んだ,(雪 氷)み ずほ観測拠点に約12㎡ の新雪 氷実験

室を完 成 した.記 録計に よる通年測定 は,〔1),一 般気 象

観測,②,雪 温分 布,(3),飛 雪 観測,(4),放 射平衡 観測

である.

無人観測点:A、 点,1月18日 観測 開始.風 力発電機,

他の観測 システ ムはすべて良好.

気象:全 般的に安定 した天気 と高温が続 き,平 均 ・最

高 ・最低気温 ともに基地 観測開始以来の最高値 とな り,

特 に最高気温 は1月21日 に10.0度 を記録 した.2月1日

よ りエー ロゾル 自動測定装 置,環 境科学棟で運用開始.

設営報告

燃料 消費内訳 単位:1

区 分
1月 2月

消酬 残 量 消費量 残 丘「

普 通 軽 油

灯 油 瓢 灘:関聯
第18次 搬入 車輌は.す べ て組 立を完 了 した.　 4skVA

発電機は,エ ンジンホイールハ ウジ ング との直結 部,発

電機 フレームに亀裂発生のため発電機 フ レーム直結 部を

交換 した.水 関係 では130kzの 補給 の水 源を第1ダ ムよ

り給水 した.見 晴 らし岩貯油所50ktタ ンクよ り基地へ

送油を行 った。
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ICE　 ON　 MY　 PALETTE

(パ レ ッ トの 上 の 南 極)

南 極 に関 す る写 真 集は 多 い が,本 書 の よ うな 画 集は 少

な い,筆 者 の知 識 で は ス コ ッ ト隊 の ウ ィ ル ソ ン博 士 の著

者 以外 は稀 で あ ろ う.今 回,ニ ュー ジ ー ラ ン ドの画 家 モ

ー リス ・コ ン リー に よ り,本 書 が 出版 され た.

25幅 の 油絵,25枚 デ ッサ ン,そ れ に解 説の 文 章 が つ

く.コ ン リー の序 文 に続 き,ネ ビル ・ビー トの 南 極 の概

要 が 紹 介 され る.南 極 観測 の 歴 史,南 極 の 自然 が8ベ ー

ジ にわ た り書 か れ て い る.特 に 目新 し い 内容 は 無 い が,

著 者 の 自然 を 見 る 目は 確 か で あ る.い きな リウ ィル ソ ン

博士 の 著 述 を引 用 し,南 極 の 氷 の 美 し さを 紹 介.「 南 極

は他 の 惑 星 を探 検 した い と思 って い る 人 が 訪 れ る の に 適

し た地 域 」 と述 べ,「 火星 」 の 世 界へ の 想 像 に 発 展 させ

て い る.

「南 極 へ の到 達 」 「マ ク マ ー ド基 地 」 「ス コ ッ ト基 地 」

と油絵,デ ッサ ン,解 説 文が うま く組 合 せ られ て い る,

「野 外 調 査 」 で は ヘ リ コ プタ ー で の 輸 送,南 極 横 断 山脈

で の キ ャ ン プ生 活 な ど,ニ ュー ジ ー ラン ド隊 の活 躍 が示

され てい る.「 南 極 の 史跡 」 と して 二 つ の ス コ ッ ト小 屋

と シ ャクル トン小 屋 が 美 し く,そ して物 悲 し く描 か れ て

い る,「 野 生 」 として 南 極 の 生 物 を デ ッサ ンで 紹 介 して

い る.シ ャ チ,ア ザ ラ シ,ペ ンギ ン な ど,な じみ の 動 物

の特 徴 が 適 確 に表 現 され てお り,思 わ ず 顔 が ほ ころ ぶ.

「ド ライ バ レ ー」 は6幅 の油 絵 を中 心 に.そ の 自然,

野 外 調 査,バ ン ダ基 地 が紹 介 され,本 書 の中 心 を な して

い る.ラ イ ト谷 の オ ニ ッ クス川 の絵 は2ペ ー ジ に わ た

り,大 変 迫 力 が あ る.最 後 に 「未 来 」 とし て 「ア ム ン ゼ

ン ・ス コ ッ ト基 地 」 や 南 極 点 が 示 され,南 極 条約 の説 明

で 終 っ てい る.

ビ ー トは ジ ャ ー ナ リス トで,1975-76年 夏 隊 の 広 報 係

とし て,ス コ ッ ト基 地 に滞 在 し,筆 者 とは 旧 知 の間 柄 で

あ る.ジ ャー ナ リス トとし て鍛 え た 目は,一 度 の南 極 滞

在 で も,南 極 の ポ イ ン トを 確実 に とら え,記 述 し て い

る.

昨 年12月,筆 者 は ク ライ ス トチ ャー チ の コン リー の ア

トリエ を 訪れ た.そ の時,南 極 に 題 材 を と った 数10枚 の

油 絵 を 見せ られ た.写 実 的 で は あ るが 写 真 とは また 違 っ

た 美 し さで南 極 が 見 られ る ので 大 変 感 激 した.そ の時,

本 書 の 出 版 計 画 を 聞 い た.出 来 あ が っ た 本 を見 る と,画

集 と云 うに は絵 が や や 少 な い 気 が す る.彼 の ア トリエ に

あ った 半 分 位 は の せ て 欲 しか った が,本 の価 格 を 安 くす

る 目的 で,絵 の 数 を少 な く した との こ とで あ る.

英 語 の 説 明 が 理解 で きな く と も,見 て い る だ け で 楽 し

い 本 で あ る.国 内 で は 丸 善 を 通 じて 販売 され る そ うで あ

る,ま た筆 者 に 連絡 頂 け れ ば ニ ュー ジ ー ラ ン ドへ 購 入 希

望 の 連 絡 の 労 は とれ る と思 う.価 格elN.Z.$15(4,500

円)で あ るが,国 内 の 販 売 価 格 は や や 高 くな ろ う.

〔Maurice　 Conly　 :絵.　 NeVille　 Peat解 説 文.

1977年 　 Whitecoulls　 Publishers発 行 〕

(筆 者:神 沼 克伊 国 立 極 地 研 究 所 助 教授)

'
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研究所刊行物

南 極 資 料58号1977年3月

Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research

　 Series　 C　 (Earth　 Sciences),　 No.　 11

　 　 Geology　 of　 the　 Skallen　 region,　 Lutzow-

　 　 Holmbukta,　 East　 Antarctica,　 by　 M.　 Yoshida.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 March　 1977

JARE　 Data　 Reports

　 No.　 36　 (Glaciology)

　 Glaciolegical　 research　 program　 in　 Mizuho

　 Plteau-West　 Enderby　 Land,　 East　 Antarctica,

Part4,1974-1975.March1977

　 No.　 37　 (Ionosphere)

　 　 Records　 of　 radio　 aurora　 at　 Syowa　 Station,

　 　 Antarctica　 in　 1975.　 March　 1977

　 No.　 38　 (Seismology)

　 　 Seismo!ogical　 bulletin　 of　 Syowa　 Station・

　　　Antarctica　 1975

Antarctic　 Geogical　 Map　 Series

　 Sheet　 6　and　 7;　 Skarvsnes

　 Sheet　 10:　 Padda　 Island

-・","閃 、..'■ ■、..`'▼ ・、.一'

March　 1977

March　 1977

March　 1977

職 員 異 動

4月1日 吉野遊彦(前 文化庁長官官房会計課課長 補

佐)管 理部長に昇任

武田典明(前 管理部長)事 業部長に配置換

榎 茂弘(前 東北大学庶務部庶務 課長)管 理

部～庶務課長セこ酉己置換

大平嘉一郎(前 事業部長)秋 田大学医学部附

属病院事務部長に配置換

伊折利晃(前 管理部庶務課長)金 沢大学庶務

部庶務課長に配置換
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昭 和 基 地 月別 気 象資 料(Syowa　 Station　 Monthly　 Clirnatological　 Data)

平 均 気 温(Mean　 temp,)　 (°C)

最 高 気 温(Max.　 temp.)　 (°C)

最 低 気 温(Min,　 temp.)　 (。C)

平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　 sea　 level)　 (mb)

平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　 pressure)　 (mb)

平均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　 (ge)

平 均 風 速(Mean　 wind　 speed)　 (m/s)

最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　 speed,　 10-・min.　 men)　 (m/s)

瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)

平 均 雲 量(Mean　 sky　c・ver)　 (1/10)

快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)

1月(Jan.)

-0 .9

十10.0(1/21)

一6 .9(1/1)

994.7

4.0

62

2.7

2月(Feb,)

-3 .7

十2.9(2/9)

一13 .3(2/18)

989.9

3.2

67

4.3

17.1(1/20,E)27.9(2/21 ,NNE)

21.4(1/20,E)34.2(2/21,NNE)

5.2

6

6,2

3
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さ極地豆事典
三

}南 ・・"・ ・ … ルモの火"
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く

ナや観 測用の塔の先端 部に見受 けられ るのであ る.;
モ

,』㌶罎 黙 黙 灘 ㌶;震 震
ミ 腱 エルモの火」賭 から知られ てい颯 象 で,イ タ 電 ヵ・起 。ている.・ の端子に朧 回路鮒 けていない通!

i・ アの聖 ・ルモ寺院 ・塔 にたびたび現われ ・・とか ら名 機 計測用鰻 接続す蹴 電 部 品を囎.購1

纈 ㌫ う;_兆と.て,。_。,。;濃 ㌫ 姦㌶ 駕 ㌶ 漂
1も 雷雲 の電気が強 くなった時に,地 表の突起物 か ら生 じ ら.痛 烈 なシ ョックに見舞われ,数 日間間節が痛む とい ミ

{纈 蕊 漢』蕊響;鷺 蠣 膿繍1㌶ ㌫!寛㌶1… 放彗

纈1:禮 灘 織 留驚 、煕㌫ 鰯 網 警孟蹴 戯
{伸 び,幅 が広 く色は薄赤味を帯び る.負 電極の場合には 摩擦 で帯 電 し,ブ ラ ッシュ放電 を起 こす もの と考 えられ;

長 さも短か く,幅 も狭 く色は青味を帯びて光が強い.て いる,1

,で は雷の話を余 り聞か ぬ南極 におし・てセン ト・エ ルモ パ チパ チ音をたてた り.色 鮮かなセ ン ト ・エルモの火 室

の火が起 こるか とい う疑問が湧 くのだが,実 は よ く見 ら の放電現象が起 こらな くともJ飛 んでいる雲粒 の衝突や}

澹 懇 ㍗露,購 驚1、㌘艶麗讐～禮 驚 講騰 灘警ぎ1美嚢朧 轡 震
tこ に滞在 してい ると,極 夜の続 く冬期間(6月 ～8月),す.こ のため,雲 粒が衝突す ることか ら防 ぐのに,ア ン 」

;気 温 一4・°C以 下・風速 ・5m/s以 上で激 い ・地ふぶ きが テ ナや ケーカ レな どを雪の下に埋 設 しt、　O,　m'aし 罐1

ま 舞 う季節,野 外に出てみ ると夜 目に も鮮かに,青 白い,擦 電気を逃 がすために,雪 面Fに 放射状 に導線 を張 りめ 三

1と きには薄赤味を帯 びたセン ト・エルモの火が.ア ンチ ぐらすなどの対策が とられて いるのであ る.1
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